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１．研究計画の概要 
細胞分裂は生物の増殖・再生にとって必須の

過程であり、分裂面の決定は多細胞生物の発

生・分化にとって重要である。動物細胞や酵

母は分裂期に分裂面の細胞膜直下に形成さ

れる「収縮環」の収縮により分裂する。この

構造は主としてアクチンフィラメントと II 型

ミオシン(以下ミオシン)から成り、これらの

相互作用によって収縮する。収縮環の形成位

置（細胞の分裂位置）の決定機構、収縮環の

形成機構の問題はこの分野の中心的課題で

ある。そこで分裂シグナル伝達の機構とそれ

を受けて収縮環がどのように形成され、収縮

するかを分子レベルで解明したい。 

 
２．研究の進捗状況 
分裂酵母から初めてアクチンを精製し性質
を調べた。分裂酵母の収縮環アクチン繊維の
方向性を電顕で決定することにより収縮環
アクチンは分裂面の１点から両方向へ重合
すること、その後、方向性が混ざって収縮が
起ることを提唱した。Lifeact を用いて分裂酵
母内のアクチンを可視化し、上記の仮説を支
持する結果を得つつある。ウニ卵 UDia の構
造を決定し、分裂溝に局在する事を見た。ツ
メガエル卵の XDia についても分裂溝にパッ
チ状に存在することを見た。ショウジョウバ
エ S2 細胞のミオシンは表層流によらず、調
節軽鎖の活性化リン酸化により細胞質から
収縮環に集積することを明らかにした。ウニ
卵の分裂溝の成分としてペプチド延長因子
EF1αと EF1βが濃縮されていることを見

いだし、収縮環の構造がこれらの活性により調
節されるという仮説を提唱した 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
（理由）収縮環の微細構造の研究は現在進行中
であるが、時間がかかっている。一方、光学顕
微鏡による研究は予定より早く進んでいる。 
 
４．今後の研究の推進方策 

1)最近私達は分裂酵母の収縮環-細胞膜複合
体の単離に成功した（未発表）。この系を用い
て収縮の機構を明らかにしたい。 2)分裂酵母
の蛍光ライブ観察により、収縮環の形成過程
を Cdc12 の局在と関連させて明らかにしたい。
さらに収縮環アクチン繊維がどこから供給さ
れるかを示したい。3) 分裂酵母のミオシンと
Mid1 スポットの構造を明らかにする。4)アス
ター様構造と先導ケーブルの微細構造を解明
したい。5)分裂酵母とウニ卵の収縮環アクチ
ン繊維と細胞膜の結合状態を明らかにしたい。 
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